
国
労
本
部
・
国
労
東
日
本
本
部
は
５

月
14
日
に
JR
貨
物
・
JR
東
日
本
へ
夏
季

手
当
等
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
し
ま
し

た
。

JR
東
日
本
へ

２
・
５
ヶ
月
分
要
求

国
労
東
日
本
本
部
は
JR
東
日
本
に
対

し
、
２
・
５
ヶ
月
、
コ
ロ
ナ
禍
の
業
務

に
関
し
て
一
律
３
万
円
の
支
給
等
と
す

る
「
２
０
２
１
年
度
夏
季
手
当
等
に
関

す
る
申
し
入
れ
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

国
労
東
日
本
本
部
と
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
後
を
想
定
し
た
成
長
投
資
は
否
定
し

な
い
が
持
続
的
な
成
長
を
行
う
た
め
に

も
、
そ
の
担
い
手
は
社
員
・
家
族
で
あ

り
、
生
活
維
持
・
改
善
の
為
に
も
、

「
ヒ
ト
（
社
員
）
へ
の
投
資
」
を
強
く

求
め
る
。

組
合
員
未
加
入
者
に
対
し
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
「
労
働
組
合
」

だ
か
ら
出
来
る
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル

宣
伝
、
迅
速
な
情
報
提
供
を
行
う
。

各
地
方
・
職
場
か
ら
「
労
働
組
合
」

の
必
要
性
を
訴
え
、
組
織
強
化
・
拡
大

に
向
け
た
運
動
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

JR
貨
物
へ

３
・
０
ヶ
月
分
要
求

国
労
本
部
は
JR
貨
物
に
対
し
て
「
夏

季
手
当
３
・
０
ヵ
月
分
、
６
月
30
日
支

払
い
」
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
要
求
の
趣
旨
説
明
を
は
じ

め
団
体
交
渉
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
交
渉
を
支
え
、
要
求
を
勝
ち

取
る
闘
い
を
本
部
、
エ
リ
ア
、
地
方
、

そ
し
て
職
場
か
ら
一
体
と
な
っ
て
強
化

し
て
い
こ
う
。

２
０
２
１
年
度
、
第
90
回
全
国
大
会
・

第
35
回
東
日
本
大
会
の
選
挙
の
結
果
に

つ
い
て

５
月
26
日
（
水
）
17
時
を
以
っ
て
代

議
員
の
立
候
補
の
受
付
を
締
め
切
り
、

立
候
補
が
全
国
大
会
（
定
数
１
）
及
び

東
日
本
大
会
（
定
数
１
）
と
も
定
数
で

同
数
で
し
た
の
で
、
い
ず
れ
も
無
投
票

当
選
と
な
り
ま
し
た
。

●
全
国
大
会
代
議
員
（
定
数
１
）

当
選

福
富

雅
彦
（
62
歳
）

地
本
・
書
記
長

●
東
日
本
大
会
代
議
員
（
定
数
１
）

当
選

藤
井

明
人
（
62
歳
）

地
本
・
副
委
員
長

〇
２
０
２
１
年
５
月
27
日

国
鉄
労
働
組
合

新
潟
地
方
本
部

選
挙
管
理
委
員
会

〇
エ
リ
ア
書
記
長
会
議

６
月
13
日
（
日
）
14
時
〜

●
エ
ル
ダ
ー
・
シ
ニ
ア
会
議

６
月
19
日
（
土
）
13
時
〜

〇
全
国
代
表
者
会
議

６
月
19
日
（
土
）
14
時

●
全
国
大
会

７
月
15
〜
16
日
（
予
定
）

〇
東
日
本
本
部
大
会

９
月
11
日
（
予
定
）
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〇要求項目〇

１）支払いは、２０２１年６月１日現在の基準

内賃金の３.０箇月分とすること。

２）支払日は、２０２１年６月３０日までとす

ること。

３）期間率、成績率の支払いについて大幅に改

善すること。

４）支払いにあたっては公平・公正に行い、社

員間・組合間差別は絶対行わないこと。

５）調査期間内に５５歳に達した者、また５５

歳以上の社員については、５５歳到達時の基準

内賃金の１００％を算定基礎額にすること。

６）契約社員及び臨時社員についても、社員と

同様の取り扱いをすること。
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最
低
賃
金
改
善
の

た
た
か
い

公
正
任
命
を
求
め
る
た
た
か
い

新
潟
地
方
労
働
局
長
は
、
５
月

ま
た
し
て
も
県
労
連
が
推
薦
し
た

県
産
別
・
単
組
、
地
区
労
連
代
表

を
１
名
も
任
命
せ
ず
、
連
合
新
潟

が
推
薦
し
た
５
名
を
任
命
し
ま
し

た
。私

た
ち
は
、
２
０
１
５
，
１
７
，

１
９
，
２
１
年
の
４
期
連
続
、
地

域
別
最
低
賃
金
を
審
議
す
る
労
働

者
代
表
委
員
に
立
候
補
・
推
薦
し

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
労
働
局
長

は
、
出
身
組
合
・
推
薦
組
合
の
所

属
組
合
だ
け
で
判
断
す
る
差
別
任

命
を
強
行
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
差
別
任
命
は
全
国
47

都
道
府
県
で
、
全
労
連
・
県
労
連

系
が
推
薦
し
た
代
表
を
任
命
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
ひ
と
つ
も
あ
り

ま
せ
ん
。

差
別
的
任
命
の
実
態
を
社
会
的

に
明
ら
か
に
し
、
全
国
の
仲
間
と

も
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
公
正
任

命
を
目
指
し
ま
す
。

全
国
一
律
１
５
０
０
円

「
暮
ら
し
と
地
域
経
済
を
ま
も
ろ

う
」
「
全
国
一
律
１
５
０
０
円
」

な
ど
を
掲
げ
、
21
最
賃
改
定
に
む

け
た
運
動
を
職
場
と
地
域
を
基
礎

に
大
き
く
広
げ
、
社
会
的
に
大
き

く
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
最
低
賃
金

改
善
の
県
民
世
論
の
構
築
を
め
ざ

し
ま
す
。

新
津
地
区
平
和
環
境
労
働

組
合
会
議
で
は
、
毎
年
、
原

水
禁
新
津
地
区
実
行
委
員
会

に
参
加
し
、
そ
の
運
動
課
題

（
①
核
兵
器
廃
絶

②
被
爆

者
の
権
利
確
立

③
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
政
策
の
根
本
的
転
換

と
脱
原
子
力
）
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
が

発
効

今
年
は
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
の
被
爆
か
ら
76
周
年
目

を
迎
え
ま
す
。

折
し
も
今
年
１
月
に
は
長

年
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
が
発
効
し
、

核
兵
器
廃
絶
の
希
望
に
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

批
准
し
な
い

し
か
し
、
日
本
政
府
は
、

こ
の
条
約
を
批
准
し
よ
う
と

し
ま
せ
ん
。
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
と
し
て
「
核
兵
器
廃
絶
」

を
訴
え
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ

カ
の
「
核
の
傘
」
を
求
め
る

日
本
政
府
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
は
国
際
社
会
で
の
説

得
力
に
欠
け
て
い
ま
す
。

秋
葉
区
役
所
脇
か
ら

田
上
駅
前
ま
で
の
行
進

〇
集
合
日
時

６
月
９
日
（
水
）

８
時
30
分

〇
集
合
場
所

秋
葉
区
役
所

平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
広
場

（
正
面
玄
関
脇
）

〇
行
進
コ
ー
ス

秋
葉
区
役
所
前
発
８
時
45
分

←

吉
岡
町←

田
家
丁
字
路

←

古
津
駅
前
10
時

←

矢
代
田
駅
前
11
時

←

田
上
駅
11
時
50
分


